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第
二
百
五
十
二
回
白
石
市
議
会
定
例
会
が
、
三
月
七
日
か
ら
二
十

日
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
市
議
会
開
会
日
に
、
川
井
市
長
か
ら
平
成
三
年
度
を
迎
え
る
に
あ

た
っ
て
の
施
政
方
針
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
本
日
こ
こ
に
、
第
二
百
五
十
二
回
白

石
市
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
る
に
あ

た
り
、
ご
審
議
い
た
だ
き
ま
す
諸
議
案

の
説
明
に
先
立
ち
、
平
成
三
年
度
の
市

政
運
営
に
対
す
る
基
本
方
針
に
つ
い
て

所
信
の
一
端
を
申
し
述
べ
ま
す
。

　
私
は
、
平
成
元
年
を
「
個
性
あ
る
ま

ち
づ
く
り
元
年
」
と
位
置
づ
け
、
こ
れ

を
原
点
と
し
て
、
目
標
に
「
く
ら
し
日

本
一
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
置
き
、
方
法

論
を
「
ホ
ワ
イ
ト
プ
ラ
ン
」
に
求
め
て
、

目
的
達
成
の
た
め
全
力
を
傾
注
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
「
行
政
の
文
化
化
」
が
主
張
さ
れ
る

今
、
地
方
行
政
の
大
き
な
役
割
は
、
大

都
市
と
地
方
と
の
「
広
義
の
精
神
生
活
」

の
ギ
ャ
ッ
プ
を
解
消
す
る
こ
と
に
あ
る

と
い
う
の
は
、
か
ね
て
か
ら
の
私
の
持

論
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
加
え
て
社

会
経
済
環
境
の
変
化
、
つ
ま
り
、
経
済

が
豊
か
に
な
り
、
生
活
が
高
度
化
、
ソ

フ
ト
化
し
、
社
会
が
高
齢
化
し
て
い
く

こ
と
を
背
景
に
、
市
民
生
活
に
、
ゆ
と

り
、
潤
い
、
安
ら
ぎ
を
求
め
る
気
運
が

高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
応
え
る
た
め
に
は
、
大
都
市

に
対
し
、
地
方
が
絶
対
的
優
位
に
立
ち

得
る
財
産
で
あ
る
、
水
や
緑
や
空
間
を

ふ
ん
だ
ん
に
利
用
し
な
が
ら
、
快
適
な

環
境
を
積
極
的
に
保
有
し
、
さ
ら
に
そ

れ
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
を
、
　
「
く
ら

し
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
大
き
な

柱
に
据
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
信
じ
ま
す
。

　
一
方
、
安
定
成
長
は
、
バ
ブ
ル
経
済

崩
壊
後
も
一
部
か
げ
り
を
見
せ
な
が
ら

も
着
実
に
進
行
し
、
国
内
産
業
は
、
情

報
集
約
型
、
ソ
フ
ト
型
へ
と
急
速
に
転

換
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
産

業
構
造
の
転
換
、
そ
れ
に
よ
る
第
三
次

産
業
就
業
者
の
増
加
、
全
体
的
な
労
働

力
市
場
の
逼
迫
の
中
で
、
地
方
経
済
は
、

相
対
的
に
衰
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お

り
、
地
域
の
環
境
、
特
色
を
生
か
し
た

地
域
活
性
化
は
「
焦
眉
の
急
」
で
あ
り

ま
す
。

雛

添
、
，

亨
　
、

隊翻
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私
は
、
時
代
の
流
れ
の
中
で
地
方
に

課
せ
ら
れ
た
、
こ
れ
ら
の
諸
問
題
を
解

決
し
つ
つ
、
「
く
ら
し
日
本
一
の
ま
ち

づ
く
り
」
の
た
め
、
次
の
七
つ
を
重
点

事
業
と
し
て
掲
げ
、
全
力
を
あ
げ
て
そ

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
決
意
で

あ
り
ま
す
。

個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
ま
ず
最
初
は
、
「
個
性
あ
る
ま
ち
づ

く
り
」
で
す
。

　
平
成
二
年
度
に
着
手
い
た
し
ま
し
た
、

小
原
温
泉
の
お
湯
を
そ
の
ま
ま
利
用
し

た
五
十
メ
ー
ト
ル
公
認
の
市
民
温
泉
プ
ー

ル
及
び
男
女
別
そ
れ
ぞ
れ
八
十
平
万
メ
ー

ト
ル
の
大
浴
槽
、
ま
た
気
泡
湯
、
う
た

せ
湯
等
各
種
浴
槽
か
ら
な
る
バ
ー
デ
ゾ
ー

ン
を
主
体
と
し
た
「
ス
。
ハ
ッ
シ
ュ
ラ
ン

ド
」
が
、
来
春
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
。

三
年
度
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
建
設
、
ウ
ォ
ー

タ
ー
パ
ー
ク
の
設
計
を
行
い
ま
す
。

〈
三
階
櫓
発
掘
鯛
査
の
よ
う
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
澱
．
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ま
た
、
現
在
、
「
ス
パ
ッ
シ
ュ
ラ
ン

ド
」
周
辺
の
約
十
ヘ
ク
タ
！
ル
を
、

「
小
原
温
泉
公
園
」
（
仮
称
）
と
し
て
、

建
設
省
の
「
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

公
園
づ
く
り
」
を
目
指
す
「
テ
！
マ
パ
ー

ク
事
業
」
の
採
択
を
受
け
る
べ
く
、
国

に
対
し
て
強
く
要
望
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
「
ス
パ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
」
対
岸

の
約
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
、
ミ
ニ
ゴ
ル
フ

場
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
広
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
等
を
設
置
す
る
の
を
は
じ
め
、
小
原

温
泉
周
辺
の
特
性
で
あ
る
「
水
と
緑
と

温
泉
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
公
園
を
整
備

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
採
択
後
は
、

三
年
度
に
基
本
構
想
・
設
計
を
行
い
ま

す
。

　
白
石
城
（
三
階
櫓
）
の
復
元
に
つ
い

て
は
、
既
に
礎
石
の
調
査
が
終
了
し
て

お
り
ま
す
が
、
石
垣
の
部
分
試
掘
調
査

を
行
い
、
基
本
・
実
施
設
計
に
入
り
ま

す
。
予
定
で
は
四
年
度
に
着
工
し
、
六

年
度
ま
で
に
完
成
さ
せ
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
白
石
城
復
元
の
早
期
実
現

を
願
う
市
民
の
意
欲
と
関
心
が
高
ま
り
、

市
民
総
参
加
に
よ
る
市
民
の
会
が
結
成

さ
れ
る
等
、
市
民
の
皆
様
方
の
側
面
的

な
ご
協
力
に
感
激
い
た
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
武
家
屋
敷
の
小
関
家
に
つ
い
て
は
、

小
関
栄
治
氏
か
ら
建
物
を
ご
寄
贈
い
た

だ
く
旨
、
既
に
ご
了
解
を
得
て
お
り
ま

す
が
、
来
る
十
七
日
、
土
地
の
賃
貸
契

約
を
結
び
ま
す
。
現
在
、
た
だ
修
復
す

る
だ
け
で
な
く
白
石
城
の
復
元
と
同
様

に
、
史
実
に
基
づ
い
た
完
全
な
復
元
を

　　善痴

　　　選

解壕
睡、㌔鰯憾

綾《
行
い
、
市
の
文
化
財
の
指
定
後
、
県
並

び
に
国
の
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
旧
藩
時
代
、
検
断
屋
敷
で
あ
っ

た
斎
川
の
島
貫
家
に
つ
い
て
は
、
調
査

を
行
い
、
学
術
的
評
価
に
耐
え
得
る
も

の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
取
得
し
、
民
俗

資
料
館
的
な
用
途
も
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
さ
て
、
元
年
度
建
設
に
着
手
い
た
し

ま
し
た
「
古
典
芸
能
伝
承
の
館
」
が
、

間
も
な
く
完
成
い
た
し
ま
す
。
芸
能
交

流
の
場
、
市
民
手
づ
く
り
の
芸
能
発
表

の
場
等
、
施
設
を
市
民
文
化
振
興
の
核

と
し
、
郷
土
文
化
の
ス
ト
ッ
ク
に
努
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
け
ら

ま
す
。
な
お
、
五
月
十
八
日
の
「
柿
落

と
し
」
に
は
、
喜
多
六
平
太
、
野
村
万

作
、
両
氏
の
記
念
公
演
を
予
定
し
て
お

　　　　　　　　奪　　　　　　　　　　　　　　　一監、

　　　　　　1「丹．い，・
▲来春のオープンを目指して工事が進む温泉プール

り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
、
本
市
の
特
性
を
生
か
し
た

事
業
を
連
動
さ
せ
、
文
化
の
香
り
高
い

個
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
産
業
の
振
興

　
第
二
は
、
　
「
産
業
の
振
興
」
に
つ
い

て
で
す
。

　
転
換
期
を
迎
え
た
我
が
国
経
済
は
、

激
変
し
多
様
化
し
て
お
り
ま
す
。
消
費

構
造
の
高
度
化
、
規
制
緩
和
に
よ
る
競

争
の
激
化
、
情
報
化
・
技
術
革
新
の
進

展
、
労
働
力
需
給
構
造
の
変
化
等
に
対

応
す
る
た
め
の
施
策
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
商
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
に
引
き
続

き
、
市
内
中
小
企
業
者
の
大
規
模
小
売

3
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店
進
出
対
策
と
し
て
、
店
舗
改
装
等
の

事
業
資
金
の
融
資
斡
旋
を
行
い
、
併
せ

て
宮
城
県
信
用
保
証
協
会
が
債
務
保
証

を
引
き
受
け
た
場
合
、
当
該
保
証
料
を

市
が
補
給
し
、
事
業
者
の
経
費
軽
減
を

図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
大
型
店
が
進
出
す
れ
ば
、

商
工
会
議
所
に
相
談
に
い
く
商
業
者
も

多
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
会
議
所
の
裏
、
約
百
坪
を

買
収
し
、
安
い
料
金
で
会
議
所
に
賃
貸

し
、
来
所
す
る
商
業
者
の
駐
車
場
と
す

る
こ
と
を
検
討
中
で
す
。

　
ま
た
、
白
石
駅
前
駐
車
場
の
使
用
料

の
一
部
を
、
商
工
会
議
所
を
通
じ
市
内

商
店
街
に
還
元
し
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
、

対
策
事
業
の
シ
ー
ズ
（
種
）
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
次
に
工
業
関
係
で
す
が
、
工
業
は
本

市
経
済
の
基
盤
を
な
す
も
の
で
あ
り
、

琶
『

　　　　　ぎ　　　　　！，、

　　　　
翼

攣響〆、〆ぞ野∵肝・』ブ，

F
播

和

▼4月からの白石寿光園の開園で福祉施設の充実が図られます。

罫
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国際リゾートの拠点づくりの計画が進められています

泌

’
L
ン

野
、

．
堅

ゐ
か

▲白石の自然を代表する南蔵王。魅力ある

推
進
す
る
と
と
も
に
、
緑
を
守
り
、
植

生
を
保
存
し
つ
つ
、
新
た
な
る
快
適
環

境
を
創
造
す
る
精
神
を
白
石
の
伝
統
と

し
て
将
来
へ
伝
え
た
い
と
考
え
ま
す
。

社
会
福
祉
事
業
の
推
進

　
第
五
は
、
「
社
会
福
祉
事
業
の
推
進
」

に
つ
い
て
で
す
。

　
高
齢
者
対
策
と
し
て
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
八
宮
荘
に
新
た
に
痴
呆
老
人

用
と
シ
ョ
i
ト
ス
テ
ィ
用
の
ベ
ッ
ド
を

増
床
す
る
た
め
の
改
築
に
伴
い
、
二
千

万
円
を
助
成
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
在

宅
ケ
ア
支
援
の
一
環
と
し
て
、
寝
た
き

り
老
人
と
重
度
身
体
障
害
者
に
対
し
、

紙
お
む
つ
を
支
給
し
、
福
祉
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

　
な
お
、
懸
案
の
ゼ
ロ
歳
児
保
育
事
業

に
つ
い
て
は
、
三
年
度
か
ら
西
保
育
園

で
六
か
月
以
上
の
三
名
を
対
象
と
し
て

開
始
い
た
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
白
石
陽

光
園
の
新
更
生
施
設
、
白
石
寿
光
園
が

四
月
か
ら
開
園
、
長
寿
社
会
へ
の
対
応
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

経
済
全
体
の
活
力
を
リ
ー
ド
す
る
産
業

と
し
て
発
展
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
ご
承
知
の
と
お
り
、
ソ
ニ
ー
半
導
体

の
中
枢
を
担
い
、
世
界
最
先
端
技
術
の

発
信
地
と
な
る
主
力
工
場
が
、
東
北
目

動
車
道
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
東
側
の
広

域
農
工
団
地
に
進
出
を
決
定
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
環
境
整
備
の
た
め
、
国
道

四
号
右
折
レ
ー
ン
新
設
工
事
、
取
付
道

路
、
上
下
水
道
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
厳
し
い
環
境
下
に
あ
る
農
業

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
生
産
性
の
高
い
農
産
物
の
定
着
化
が

課
題
で
あ
り
ま
す
。
情
報
交
信
と
し
て

の
「
ア
グ
ネ
ス
」
を
さ
ら
に
活
用
し
た

農
村
地
域
の
情
報
化
を
図
り
、
農
業
経

営
の
合
理
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
」
の

越
河
平
地
区
の
飲
雑
用
水
施
設
工
事
に

つ
い
て
は
、
元
年
度
に
着
手
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
三
年
度
に
お
い
て
も
さ
ら

に
工
事
を
進
め
、
一
部
給
水
を
開
始
い

た
し
ま
す
。

　
な
お
、
四
月
か
ら
県
内
産
「
サ
サ
ニ

シ
キ
」
を
学
校
給
食
に
導
入
し
、
児
童
・

生
徒
の
心
身
の
健
全
な
発
達
と
豊
か
な

人
間
形
成
を
図
る
と
と
も
に
、
日
本
人

に
適
し
た
伝
統
的
食
生
活
の
普
及
を
図

り
ま
す
。

　
以
上
、
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
の
諸

施
策
を
展
開
し
、
本
市
経
済
基
盤
の
確

立
を
図
り
ま
す
。

の
推
進
等
、
高
福
祉
社
会
の
建
設
に
向

け
て
の
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
施
設
の
整
備
充
実

　
第
六
は
、
「
教
育
施
設
の
整
備
充
実
」

に
つ
い
て
で
す
。

　
斎
川
小
学
校
校
舎
等
の
工
事
が
今
月

末
に
は
完
了
し
ま
す
が
、
三
年
度
は
小

原
小
学
校
校
舎
並
び
に
小
・
中
学
校
共

用
の
屋
内
体
育
館
の
建
築
工
事
に
着
手

い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
小
原
中
学
校
校
舎
新
築
に
伴

う
設
計
委
託
を
行
い
、
四
年
度
に
校
舎

並
び
に
小
・
中
学
校
共
用
の
プ
ー
ル
を

建
設
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
小
原
小
・

中
に
つ
い
て
は
・
斎
川
小
と
同
様
に
地

域
住
民
の
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
の
開

放
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
白
石
中
学
校
に
柔
剣
道

場
を
建
設
す
る
な
ど
、
ゆ
と
り
あ
る
良

好
な
環
境
の
も
と
で
の
教
育
振
興
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

都
市
基
盤
と

　
　
　
　
生
活
環
境
の
整
備

　
最
後
は
、
「
都
市
基
盤
と
生
活
環
境

の
整
備
」
で
す
。

　
「
ゆ
と
り
と
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」
は
、
行
政
と
し
て
の
重
要
課
題
で

あ
り
ま
す
。
快
適
な
市
民
生
活
や
都
市

の
魅
力
創
出
に
向
け
た
地
域
環
境
の
整

備
は
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
着
実

な
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
好
評
を
得
て
お
り
ま

す
「
白
石
川
緑
地
公
園
」
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
・
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醒

国
際
的
な
蔵
王
リ
ゾ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
の
拠
点
づ
く
り

　
第
三
は
、
「
蔵
王
リ
ゾ
ー
ト
の
拠
点

づ
く
り
」
で
す
。

　
先
に
策
定
し
ま
し
た
「
蔵
王
リ
ゾ
ー

ト
地
区
基
本
計
画
」
に
基
づ
い
た
実
施

計
画
が
二
年
継
続
事
業
と
し
て
、
白
石

市
、
七
ケ
宿
町
、
蔵
王
町
、
川
崎
町
の

実
情
、
環
境
に
マ
ッ
チ
し
た
、
よ
り
具

体
的
な
も
の
と
し
て
策
定
さ
れ
ま
す
。

　
地
場
産
業
振
興
策
と
し
て
の
「
こ
け

し
館
」
（
仮
称
）
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

先
に
委
託
し
た
基
本
構
想
を
も
と
に
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
個

性
あ
る
新
し
い
空
間
を
形
成
す
る
べ
く

検
討
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
現
在
、
着
工
し
て
お
り
ま

す
材
木
岩
周
辺
を
整
備
し
た
「
水
と
石

と
の
語
ら
い
の
公
園
」
に
つ
い
て
、
三

年
度
は
七
ケ
宿
ダ
ム
右
岸
道
路
の
虎
岩

ト
ン
ネ
ル
付
近
に
、
休
養
施
設
、
駐
車

場
、
遊
歩
道
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

三
年
度
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
、
わ
ん

ぱ
く
広
場
、
憩
い
の
広
場
、
多
目
的
広

場
の
建
設
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

　
勤
労
者
及
び
地
域
住
民
の
健
全
育
成
、

体
位
向
上
を
目
指
し
、
雇
用
の
安
定
を

図
る
た
め
の
「
勤
労
者
体
育
館
」
、
こ

れ
に
隣
接
し
て
地
域
住
民
の
生
涯
学
習

の
場
と
し
て
、
「
城
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
」
を
東
町
一
丁
目
地
内
に
建

設
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
緑
と
空
間
を
利
用
し
た
「
白

石
型
住
宅
」
の
敷
地
建
設
基
本
計
画
に

基
づ
い
た
実
施
計
画
を
樹
立
し
、
早
期

実
現
に
努
め
る
ほ
か
、
都
市
計
画
道
路

の
整
備
と
し
て
、
森
合
雁
狩
橋
線
（
白

石
バ
イ
パ
ス
～
大
平
森
合
山
口
）
、
鳥

喰
北
無
双
作
線
（
斎
川
～
中
河
原
白
石

沖
線
）
の
調
査
設
計
、
中
河
原
白
石
沖

線
の
用
地
買
収
を
行
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
道
路
、
河
川
、
下
水
道
等

の
都
市
基
盤
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
あ
り
ま
す
。

　
以
上
が
、
諸
施
策
の
概
要
で
す
が
、

「
く
ら
し
日
本
一
の
ま
ち
」
を
目
指
す

た
め
、
市
民
の
要
望
も
多
様
化
し
、
こ

れ
か
ら
成
し
遂
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
業
は
山
積

し
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
、
事
業
の
進
展
を

支
え
る
確
固
た
る
財
政
基

盤
を
確
立
し
つ
つ
、
市
民

本
位
と
人
間
尊
重
を
行
政

推
進
の
基
本
姿
勢
と
し
て
、

二
十
一
世
紀
に
向
け
た
戦

略
計
画
と
長
期
財
政
計
画

3
［
㌔
馳

7
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履

・鴬

虎
岩
に
は
ダ
ム
湖
を
一
望
で
き
る
展
望

台
を
設
置
い
た
し
ま
す
。

　
以
上
の
事
業
を
有
機
的
に
結
合
さ
せ

な
が
ら
、
蔵
王
山
麓
を
広
域
的
に
捉
え
、

魅
力
あ
る
国
際
的
な
蔵
王
リ
ゾ
ー
ト
の

拠
点
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

緑
の
環
境
整
備

　
第
四
は
、
「
緑
の
環
境
整
備
」
に
つ

い
て
で
す
。

　
最
初
に
述
べ
た
と
お
り
、
快
適
な
環

境
を
積
極
的
に
保
存
し
、
さ
ら
に
そ
れ

を
創
造
し
て
い
く
と
い
う
二
ー
ズ
が
表

面
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
幸
い
本
市
に
お
い
て
は
、
「
禁
伐
木

碑
」
の
あ
る
通
称
「
弁
天
沼
」
1
若
林

溜
池
周
辺
、
川
原
子
ダ
ム
周
辺
の
「
不

伐
の
森
」
等
、
我
々
の
先
人
が
素
晴
ら
し

い
緑
の
遺
産
を
残
し
て
く
れ
て
お
り
ま
す
。

　
三
年
度
は
、
若
林
溜
池
の
改
修
工
事

を
行
う
と
と
も
に
、
県
の
事
業
で
あ
る

生
活
環
境
保
全
林
整
備
事
業
と
し
て
、

川
原
子
ダ
ム
周
辺
の
調
査
測
量
、
取
付

道
路
の
設
置
、
自
然
林
造
成
・
改
良
等

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
緑
の
環
境
整
備
を
積
極
的
に

を
組
み
合
わ
せ
、
情
勢
の
変
化
に
対
応

し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は

議
会
の
ご
理
解
が
何
よ
り
も
必
要
で

す
。　

今
後
と
も
、
議
員
諸
賢
並
び
に
市
民

各
位
の
行
政
全
般
に
対
す
る
一
層
の
ご

支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
市

政
運
営
に
つ
い
て
の
所
信
表
明
と
い
た

し
ま
す
。

　
に
使
わ
れ
た
緑
地
公
園

く
昨
年
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
登
山
大
会
開
会
式
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平成3年度予算

　平成3年度の予算は、ホワイトプ

ラン（第三次総合計画）にもとずき、

21世紀を目指したまちづくりを進め

るため、市始まって以来の大プロジェ

クトである市民温泉プールの建設を

はじめ、都市基盤の整備、生活環境

の整備などに約118億円を計上して

おります。市の当初予算の額が100

億円を越えたのは、平成3年度が初

めてです。

　市の歳入に限りがありますので、

財源を重点的に、そして効率的に使

い、経費はできる限り節約するよう

に努力しています。

予算のあらましは次のとおりです。

〔

z

θ。

　　　県支出金

　　　368，453
　　　（3．1％）

諸収入

516・386　轟

鞭華萎麟麹
鱗麟………覇尉

　　　　　　　　　　o
　　　　　　　　　　o

瞳

消防費

234，873（2．0％）

　　議会費

繰澱金
髄爵囎2

豊鰯）
■■

　　　　　　商工費
　　　　　　332，146
農林水産業費　　（2．8％）

63L608
（5．4％）

衛生費　　　騒i萎ii

639，192　鰯（5．4％）蔓…鑛懸情

ii鞭

斑塗繭

1識4錦
姻泓）W

208，414

（1．8％）

品F

o

その他

201，530（1．7％）

■■

毅奮費

潔纒臆ア
欝壌）

77億円

訓

　　85億円
81億円

98億円

118億円

／

62　63　元　　2　　3

7

●仙南地域広域行政事務組合、公立

　刈田綜合病院に対する負担金、補

　助金、出資金、あわせて2億809

　万3千円。

●七ケ宿ダム自然休養公園出えん金

　1千万円。

●市議会議員などの選挙執行経費

　2，658万2千円。

●カーブミラーの設置など交通安全

　対策費900万円。

●八宮荘増築事業補助金2千万円。

●生活保護に係る扶助費1億695万

　円、精神障害者福祉施設入所措置

　費等1億7，878万2千円。

●身体障害者施設入所措置費、特別

　障害者手当など6，207万6千円。

●ショートスティ及びディサービス

　事業委託料、老人ホーム入所措置

　費、老人クラブ活動費助成金、老

　人福祉センター運営費などに2億

　5，388万5千円。

●ねたきり老人等おむっ給付費288

　万円。

●児童手当、乳幼児、重度心身障害

　者医療費及び母子福祉対策貸付金、

　保育園・児童館の運営費などに1

　億8，462万8千円。

●老人医療に係る老人保健特別会計

　繰出金1億1，412万円、予防医療

　及び市民の健康づくり推進費など

　に8，100万9千円。

●ごみ・し尿処理などに係る仙南地

　域広域行政事務組合負担金として

　2億3，007万2千円。

●勤労者体育館建設費1億3，884万

　6千円。

●勤労青少年ホーム及び働く婦人の

　家運営費、勤労者の福祉充実のた

　あの貸付金などに2，523万3千円。

●農道・溜池の改修、維持補修など

　の農業施設の整備に8，624万7千

　円。

●農業振興補助、負担金として圃場

　整備事業などに係る利子補給3，581

　万2千円。仙南グリーントピア推

　進関係費、農業祭、いもち病防除

　補助金として1，018万1千円。

●農村総合整備モデル事業に6，873

　万円、団体営農道整備事業費3，580

　万4千円、地籍調査、転作の水田

　農業確立対策事業費6，623万円。

●林道の開設、舗装、市行造林など

　林業振興のため6，010万4千円。

●水と石との語らいの公園等整備工

　事費8，625万円。

●大型店対策として貸付金等5，448

　万円、中小企業経営資金の円滑化

　を図るための貸付金8，814万9千

　円。商工会議所、観光協会運営費

　として1千万円・春・夏まっり補

　助金300万円、全日本こけしコン

　クール及びう一めんまっり負担金

　365万円ほか、卸売市場事業特別

　会計繰出金1，593万5千円。

●白石商店街活性化対策助成金496

　万円。

●斎川線の改良をはじめとする道

　路整備費として6億5，395万8千

　円。

●中河原白石沖線街路事業、白石川

　緑地事業及びスパッシュランドと

　連携する温泉公園の基本計画委託

　料に2億887万6千円。

●下水道事業特別会計繰出金4億

　2，478万2千円。

●非常備消防費、消防積載車、貯

　水槽設置工事などに9，308万2千

　円。

●仙南地域広域行政事務組合負担金

　として1億4，179万1千円。

●小原小学校校舎、体育館等の建設

　に6億3，401万6千円、小原中学

　校体育館、白石中学校柔剣道場建

　設に3億5，941万円。

●小・中学校の教材・備品及び学校

　等の改良補修に9，609万5千円。

●スパッシュランド建設事業に19億

　4，756万1千円、白石城復元関係

　費に7，075万7千円、城東コミュ

　ニティセンター建設に5，828万4

　千円、公民館などの社会教育関係

　に6，710万9千円。

●2年度災害の復旧費として林業施

　設の復旧費602万円。

●市の借金である市債及び一時借入

　金に係る元金、利子返済金9億

　5，023万4千円。

特別会計

〉国民健康保険特別会計

　　22億217万4千円
　（対前年度比1億640万2千円増）

　　　　　　　　　　　　　ヒ
〉下水道事業特別会計　　　　

　　12億9，296万4千円
　　　　　　　　　　　　　　
　　（対前年度比6，958万5千円増）

　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　＞地方卸売市場事業特別会計

　　2，450万円

　　　（対前年度比52万1千円減）
　　　　　　　　　　　　　

〉老人保健特別会計

　　22億5，764万7千円

　（対前年度比1，444万1千円増）

〉水道事業会計

　収益的収入　7億7，540万5千円

　収益的支出　7億1，023万6千円

　資本的収入　　　　　165万円・

　資本的支出　2億584万2千円

β



みなさんからの素敵な

情報を待ってます
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思い出という名のクッキー

　　　　伊◎，　、騨1
　　　　 臥』ノ

　h

　3月12日、東保育園で今春卒園す

る園児たちと楽しい思い出をっくろ

うと、3歳児以上の園児43名がクッ

キー作りに挑戦しました。

星やくま、うさぎなどクッキーの

形も様々。中にはピーナッツ入りと

緊

・毒．

しゃれたのもあり、出来上がりが楽

しみ。

粉だらけになってがんばる園児た
　　　　　さんかくきん
ち、エプロン、三角巾姿も様になっ

ています。

思い出が一杯っまったクッキー、

果して味の方はどうかなア。

鱗

．一曲

盛

猷鶴．、．，

マ
噛

、ン

糾L

何回飛べたかな？

新装なった斎川小学校体育館で、

3月12日、1年生から3年生までが

参加してなわ飛び大会が行われまし

た。

競技は、前回し、後ろ回しなど6

種類の飛び方を、飛んだ回数で競う

もの。前回し飛びでは、1年生の女

の子がなんと623回を飛んでダント

ッの1位。

女子が上位独占の結果に、先生た

ちは「男子はもっとがんばるように」

とハッパをかけていました。

琴演奏でムードも最高！

　3月3日、中央公民館において、

県かるた連盟会長の高橋輝生さんの

指導により、「歌かるた絵合わせ遊

び」が行われました。

ド　　　　　　　　縛鍵
　　　　　　　　　　「”　　　轟一き　　　｛
　　　　　一　　，一　繊　凶ド
　　　　　配嗜　 　　　　　　　 　撫5　「

　　　　　　　　　幣　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1

　　　　　　『
　　　　　1　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　》

　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　『　　　　　　　r　　　　　　ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い
　　　　も　　　　　　　　　ラヤ
　　　　寵　．三“　　一

　これは、百人一首の読み札に、和

歌と一緒に描かれている作者の絵を

利用して、いろんな遊びをしてみよ

うというもの。参加した50名の子供

たちは、「坊主めくり」や「神経衰

弱」のような多彩な遊びがあること

に感心しながら、伝統の遊びを楽し

みました。また、会場では、「ひな

まつり」が琴で演奏され、かるた遊

びをより一層引き立てていました。

味わうのも忘れないで

　3月9日、白石中学校実務学級の

3年生が、ルガノにおいてテーブル

マナーを勉強しました。

　これは、社会勉強のために10年以

上も前から行われているもので、今

回、大河原中学校と村田第二中学校

の生徒5名も参加しました。

緊張気味の表情を浮べている生徒

たちも、ナイフとホークを巧みにこ

なし、マナーをしっかりと身にっけ

ていました。

　㊤

中学校でもがんばってね！

小学校最後の思い出をプレゼント

しようと、3月5日、第一小学校体

育館で6年生を送る会が開かれまし

た。

　4年生の花のアーチに迎えられて

161名の6年生が入場したあと、学

年ごとに楽器の演奏や合唱などの出

し物を発表。

　2年生の作った記念メダノレを贈呈

され、「休み時間に遊んでくれてあ

りがとう。中学生になってもやさし

いおにいさん、おねえさんでいてく

ださい」と感謝の言葉を受けて、卒

業生たちは楽しかった6年間を思い

出しているようでした。

轟噌鰐く　　　㌧，一　［＿

　。＾艶

弓

秘 　
㏄

〆／亀ゾA
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能舞台と藁室を備莞た伝療の館のこけ5落としを複の日程で行います

5月18日（土）

　・能、狂言の公演午後3時～

　［番組］

　・仕舞　　佐々木多門ほか（20分）

　・狂言　末広かり　　　　（30分）

　　　　野村　万作ほか
　・能　　小鍛冶（白頭）　　（70分）

　　　　喜多六平太ほか
［座席］　　A席（固定席）169席

　　　　B席（補助席）118席

　　　　C席（立見席）150席

　　　　　　計　　437席
［チケット代］

　　　　A席　　10，000円
　　　　B席　　　8，000円
　　　　C席　　　1，000円
［お求め先・問い合わせ］

　4月10日以降に市教育委員会文化スポー

ツ振興課こけら落とし実行委員会事務局

盈25－2111（内線）411・412に直接お

こしください。

伝承の館施設のあらまし

纒

5月19日（日）

　・伝統芸能公演午前10時～

市内の伝統芸能愛好団体が日頃の練習

の成果を披露します。

［入場料］　無料。整理券を発行します

ので4月20日～5月8日までの間に各

公民館、市教育委員会でお求め下さい。

　・茶室びらき

　　　　午前10時～午後3時
茶の湯の楽しさを堪能ください。

［座席］　三帖台目　表千家団体

　　　八帖広間　裏千家団体

　　　能楽堂玄関ホール　煎茶
［講演会］　12時～12時30分

　「茶室について」

　　建築文化研究所長　八木　清勝氏

［チケット代］

　　3席分綴り　1，500円

［お求め先・問い合わせ］

古典芸能伝承の館こけら落とし実行委

員会事務局（市教育委員会文化スポーツ

振興課）B25－2111（内線）411・412へ。

⑮

茶　室 能楽堂
⑫

⑬

⑭

⑪

⑩

⑧

⑨

ル
　
　
室

一
所
　

一
　
　
間

ホ
便
間
ラ
　
　
広

関
子
の
イ
所
所
帖

玄
男
控
ボ
便
台
八

①
③
⑤
⑦
⑨
⑪
⑬
⑮三祐台目小間

②事務室

④女子便所

⑥御貧の間

⑧玄関

⑩寄付

⑫水室

⑭入側

楽屋

　　蕊鏡の間

⑥
一
⑦

⑤

補助席

し．

④

③
一
②

補助席
①

★能楽堂（641㎡）

能舞台、見所（客席）、楽屋の3っの部分

からなる建物です。本格的な能を行うための

もので、京都西本願寺の能舞台を手本とし、

国内産の桧の柱や青森ヒバの床板を使って作

られています。

見所は、固定席169席で、補助イスを含め

て300席位は収容可能です。

楽屋は、普通は稽古舞台として使用できる

ようになっています。

★茶　室（119㎡）

八帖広間、三帖台目小間、寄付、水屋、台

所などからなっています。茶事を行える本格

的な茶室をもち、大茶会にも対応できるよう

に配慮されています。
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ブ
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①

　
つ
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［
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飽
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マィサ
拓

　
今
月
号
か
ら
「
マ
イ
サ
ー
ク
ル
」
と
題
し
、
白
石
で
活

動
を
行
っ
て
い
る
サ
ー
ク
ル
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

音
楽
っ
て
素
敵
で
す

　
私
た
ち
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
白
石
は
、
楽

器
を
演
奏
し
、
歌
い
、
一
緒
に
音
楽
を

楽
し
む
グ
ル
ー
プ
で
す
。
現
在
、
約
十

名
か
ら
な
る
演
奏
部
と
、
中
央
公
民
館

の
相
原
館
長
を
チ
ー
フ
と
す
る
運
営
部

に
分
か
れ
て
お
り
、
メ
ン
バ
ー
も
白
石

を
中
心
と
し
た
仙
南
の
各
地
域
か
ら
、

教
員
や
医
師
・
音
楽
教
室
の
先
生
方
が

集
ま
り
、
実
に
多
彩
な
顔
ぶ
れ
で
す
。

　
活
動
の
内
容
と
し
て
は
、
昨
年
の
六

月
二
十
三
日
に
行
わ
れ
た
中
田
喜
直
さ

ん
、
松
倉
と
し
子
さ
ん
の
リ
サ
イ
タ
ル

の
と
き
に
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
て
以
来
、

夏
の
白
石
商
工
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
一

月
十
五
日
の
成
人
式
で
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
、
二
月
の
公
民
館
ま
つ
り
な
ど
に
お

い
て
、
ソ
ロ
や
室
内
楽
を
演
奏
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た
今
後
は
、
小
学
生
の
た

め
の
音
楽
教
室
や
、
定
期
演
奏
会
の
開

催
な
ど
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ
ヘ
の
参
加
資
格
は
特
に
あ

り
ま
せ
ん
。
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
白
石
は
、

音
楽
に
対
す
る
姿
勢
に
柔
軟
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
自
分
で
音
楽
を
表
現
し
て

み
た
い
と
い
う
方
で
し
た
ら
、
ど
な
た

加
賀
谷
　
　
亮

ぜノ
ど

籍
勾

で
も
入
会
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
出
来
る
だ

け
“
生
”
の
音
楽
を
聴
い
て
も
ら
い
、

音
楽
が
好
き
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
し
、
地
元
の
方
々
に
も
積
極

的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
将
来
的
に

メ
ン
バ
ー
を
増
や
す
こ
と
が
出
来
た
な

ら
ば
、
大
変
に
良
い
こ
と
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
支
援
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ど　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

，
轟懸髭①

　
今
月
号
か
ら
、
「
史
跡
の
さ
ん
ぽ
み
ち
」
に
代
わ
り
、

ろ
い
し
の
民
話
と
伝
説
」
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

げ

ん
し
ょ
淵

　
白
石
大
橋
の
上
流
の
陣
場
山
に
寄
っ

た
福
岡
小
学
校
の
真
下
に
あ
た
る
と

こ
ろ
で
、
白
石
川
は
淵
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
こ
に
二
人
の
相
撲
取
り
が
暑
い

夏
の
日
に
水
遊
び
を
し
に
行
っ
た
。

ま
ず
、
げ
ん
し
ろ
う
（
源
四
郎
）
と

い
う
相
撲
取
り
が
「
深
い
か
浅
い
か

試
し
て
み
る
」
と
、
い
き
な
り
川
に

入
っ
た
が
、
た
ち
ま
ち
溺
れ
て
し
ま
っ

た
。
残
っ
た
相
撲
取
り
も
、
あ
わ
て

て
川
に
入
っ
て
助
け
よ
う
と
し
た
が
、

こ
れ
も
そ
の
ま
ま
沈
ん
で
し
ま
っ
た
。

　
近
所
の
人
々
が
川
の
底
か
ら
二
人

を
引
き
揚
げ
て
み
た
ら
、
二
人
と
も

も
う
死
ん
で
お
り
、
後
か
ら
川
に
入
っ

た
相
撲
取
り
は
「
げ
ん
し
ろ
う
」
を

抱
い
て
死
ん
で
い
た
と
い
う
。
そ
れ

で
こ
の
淵
を
げ
ん
し
ろ
う
（
げ
ん
し
ょ
）

淵
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

な
お
、
げ
ん
し
ょ
淵
は
、
げ
ん
し
ろ

う
淵
の
誰
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
は
他
の
説
も
あ
る
。
大
坂

夏
の
陣
の
と
き
、
片
倉
家
中
の
佐
々

「
し

木
五
郎
兵
衛
は
、
部
下
の
木
村
源
四

郎
の
取
っ
た
首
を
も
ら
い
受
け
、
自

分
の
手
柄
と
し
で
、
上
役
に
報
告
し
た
。

　
凱
旋
し
た
あ
と
、
あ
る
宴
席
で
五

郎
兵
衛
が
大
坂
陣
て
の
手
柄
話
を
自

慢
げ
に
し
て
い
た
と
き
、
末
席
に
い

た
源
四
郎
が
「
お
れ
か
ら
首
を
も
ら
っ

た
く
せ
に
」
と
も
ら
し
た
と
い
う
。

　
こ
れ
を
聞
い
た
五
郎
兵
衛
は
、
鎌

先
湯
治
帰
り
の
源
四
郎
を
白
石
川
の

淵
で
切
っ
て
捨
て
た
。
こ
れ
が
源
四

郎
淵
の
由
来
で
あ
る
と
い
う
。
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佐久間千尋ちゃん（大平）

墨
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で
嘉
p
・
邸
、
こ
T
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『
漏
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曲
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『
一
吋
3
雫
墨
↑

忍　　　　　励さん、寿美子さんの長女

1屡’　ママからひとこと

雫　　　“素直な心、優しい心をもっ人になっ

愛　　　　てネ！”

？　　パパからひとこと

5　　“やさしく明るい子に育ってほしい”
をコ

坤辱唖噂嚇乱舜侮亭‘挿ら趣尋輔“曙山曙1岬砺
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墾
穐

ク
p
％
－
一
コ
．
／
講
’

穫薩獺伽
　
「
，
霧
爾

難
蠣
郷
、
．
藍

　
「
銀
河
鉄
道

　
　
　
　
　
神
尾

川
股

兵
三
選

一
声
か
け
て
葉
た
ば
こ
の
出
荷
を
見
送
り
ぬ
吾
子
発
つ

　
が
ご
と
別
れ
を
惜
し
む
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

足
痛
み
か
な
わ
ず
な
り
し
山
登
り
ま
ん
さ
く
の
花
を

r
し
き
り
に
恋
ひ
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
大
津
　
重
子

「
霜
解
け
の
浮
き
た
つ
土
に
芽
生
え
た
る
黄
も
あ
ざ
や

か
な
福
寿
草
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
　
兼
三

、
吹
き
寄
せ
る
落
葉
重
な
る
道
添
え
に
裸
木
の
残
り
葉

あ
た
ら
し
く
積
む
　
　
　
　
　
　
　
若
桑
　
謙
一

、
裸
木
の
そ
よ
が
ず
立
て
る
低
山
に
あ
か
あ
か
と
冴
え

一
月
の
照
り
く
る
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
祐
子

二
手
を
伸
べ
し
孫
抱
き
上
ぐ
に
肩
越
し
に
背
皇
る
弟

　
の
頭
な
で
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

買
い
な
れ
し
老
舗
閉
店
の
貼
り
紙
に
足
を
と
ど
め
て

　。誌　　1蕩

　　、遙

　　　1罫憲

鰹調

二
度
、
三
度
読
む
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

し
と
ど
濡
れ
さ
び
れ
し
庭
に
も
春
匂
う
朽
葉
の
間
よ

り
蕗
の
墓
萌
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
数
子

嫁
ぐ
日
に
持
ち
来
し
ミ
シ
ン
を
冬
の
日
の
部
屋
に
音

た
て
縫
物
を
す
る
　
　
　
　
　
　
　
八
嶋
　
正
子

軒
の
端
の
つ
ら
ら
手
に
取
り
幼
な
き
日
の
思
い
を
胸

に
口
に
含
み
し
　
　
　
　
　
　
　
　
大
久
保
泰
孝

「
評
」
一
首
目
、
葉
た
ば
こ
の
耕
作
者
で
あ
る
作
者

の
勤
労
か
ら
生
れ
る
実
感
と
し
て
重
量
感
が
あ
る
。

二
首
目
、
一
番
先
に
春
を
告
げ
る
花
と
し
て
、
ま
ん

さ
く
の
花
を
恋
う
作
者
の
心
情
が
よ
く
表
現
さ
れ
て

い
る
。
三
首
目
、
霜
解
け
の
柔
ら
か
い
土
と
黄
の
色

が
美
し
い
。
春
を
待
つ
心
で
あ
る
。

鈴
木
貞
二
選

切
り
干
の
ち
ぢ
ま
り
縁
の
日
の
匂
ふ

風
煽
る
畦
火
の
低
く
走
り
け
り

旬
も
つ
く
り
書
道
も
習
ひ
老
の
春

三佐佐
浦藤藤

愛周善
嶺子夫

娘
詐

鋸
　
隻
羅

嚢
”

　
　
　
　
　
　
零
ー
浄

　
　
　
　
　
　
　
糟
　
．

　
醜
擁

」
理
恵

唾

（
大
鷹
沢
小
五
年
）

耶

合
格
の
給
馬
重
な
り
て
梅
白
し

若
夫
婦
賀
状
の
羊
寄
り
添
っ
て

窓
開
け
て
身
を
乗
り
出
し
ぬ
春
の
星

冴
返
り
人
影
を
見
ぬ
遊
園
地

針
供
養
苦
楽
共
に
し
五
十
年

枡
酒
の
枡
に
た
め
た
る
年
の
豆

寒
梅
の
香
を
供
ふ
べ
し
我
が
師
逝
く

「
評
」
一
句
目
、
冬
の
農
家
で
は
、

と
し
て
切
り
干
し
を
し
て
い
る
。

し
て
ち
ぢ
ま
っ
て
い
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
お

で
あ
る
。
二
句
目
、

る鴨る0ケツサワ日
下
　
　
文

勅
使
瓦
令
造

鈴
木
　
民
子

岩
沢
　
伍
峯

近
内
　
キ
ヨ

若
桑
げ
ん
じ

佐
藤
　
安
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寒
中
の
食
べ
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
切
り
干
し
は
乾
燥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
向
の
縁
が
匂
う
ほ
ど

　
　
　
　
　
　
　
風
に
煽
ら
れ
て
ち
ら
ち
ら
燃
え

て
い
た
畦
火
が
勢
い
よ
く
走
り
出
し
た
。

〇
四
月
の
例
句
会
は
、
二
十
八
日
（
日
）
に
中
央
公

民
館
で
行
い
ま
す
。

鈴
木
誤
差
選

貧
乏
神
笑
い
忘
れ
た
家
が
好
き

商
魂
と
知
り
つ
つ
も
ま
た
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー

四
竃
　
英
夫

近
江
孫
太
郎

　
「
葉
で
作
っ
た
天
狗
の
絵
」

　
　
　
　
　
　
半
澤
　
信
智
（
小
原
小
二
年
）

辮
言
訳
を
許
さ
ぬ
父
が
正
座
す
る

花
の
芽
に
近
づ
く
春
を
教
え
ら
れ

難
聴
ヘ
ナ
ー
ス
優
し
く
手
話
に
変
え

早
か
っ
た
ゴ
ル
ビ
ー
さ
ん
の
平
和
賞

後
悔
の
心
に
釘
を
ま
た
う
た
れ

大
戦
は
忘
れ
た
頃
に
起
き
る
も
の

ス
ー
パ
！
の
篭
が
膨
ら
む
主
婦
の
夢

ケ
ー
キ
よ
り
大
福
掴
む
昔
人

「
評
」
一
句
目
、

を
強
い
ら
れ
る
、

一
度
だ
か
ら
、
我
慢
ガ
マ
ン
。

に
は
福
来
た
る
”
と
は
、

い
に
笑
っ
て
、

佐近米斎大佐草
藤内沢藤槻藤野

喜キ礼平愛武
柳ヨ子吉子雄清

小
野
嘉
津
子

　
　
　
　
　
　
　
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
の
三
倍
返
し

　
　
　
　
　
　
男
性
も
大
変
で
す
よ
ね
。
一
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
句
目
、
　
”
笑
う
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昔
も
今
も
同
じ
こ
と
。
大

　
　
　
　
　
貧
乏
神
を
追
い
払
い
ま
し
ょ
う
。

☆
白
柳
会
会
員
募
集
中
鈴
木
誤
差
盈
二
五
ー
二
五
二
五

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕

　
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
封
筒
ま
た
は
ハ

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
市
長
公

室
広
報
広
聴
係
（
白
石
市
大
手
町
一
番
一
号
）
へ
。

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
併
記
は
不
可
。
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未来をになうこの一票

、
一
一

－
統
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

次
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す

　
　
　
　
み
ん
な
で
投
票
し
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
釦

地
方
選
挙
の

　
　
　
　
　
　
　
　
四
月
で
す

　
投
票
す
る
こ
と
が
政
治
へ
の
参
加
の

第
一
歩
で
す
。

　
住
み
よ
い
郷
土
政
治
の
土
台
を
み
ん

な
で
築
き
ま
し
ょ
う
。

　
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
を
実
現
す
る

に
は
「
三
な
い
運
動
（
贈
ら
な
い
、
求

あ
な
い
、
受
け
と
ら
な
い
）
」
の
合
言

葉
を
み
ん
な
で
も
う
一
度
確
か
め
て
み

ま
し
ょ
う
Q

今
回
の
選
挙
が
で
き
る
人
は

　
　
「
永
久
選
挙
人
名
簿

　
　
　
　
　
　
登
録
者
」
で
す

　
今
回
使
用
す
る
名
簿
は
、
各
選
挙
の

登
録
基
準
日
現
在
調
整
の
名
簿
で
、
登

録
さ
れ
て
い
る
方
の
要
件
は
左
表
の
と

お
り
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
播
二
五
⊥
二
一
一
（
内
線
）
六
一
〇

・
六
二
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
十
ノ

※宮城県議会議員選挙において、市内から県内の市町村へ転出して4ケ月を

　経過していない人が投票されるときは「引続き県内の市町村に居住してい

　る証明書」が必要となりますから、居住している市町村長から交付をうけ

　てきて転出前の投票所で投票できます。

12

－
疇

告
示
日

投
票
日

＝
一
　
　
固
　
　
…

平
成
3
年
3
月
2
9
日

平
成
3
年
4
月
7
日

竃

・
…
＝

告
示
日

投
票
日

平
成
3
年
4
月
1
4
日

平
成
3
年
4
月
2
1
日

永久選挙人名簿登録要件等
　白石市議会議員選挙

平成3年4月13日

日本国民で年齢満20年以上（昭

和46年4月22日までに生れた人）

平成3年1月13日までに転入届

をし、引続き居住している人。

　宮城県議会議員選挙

平成3年3月28日

日本国民で年齢満20年以上の

人（昭和46年4月8日までに生
れた人）

平成2年12月28日までに転入届

をし、引続き居住している人。

白石市から県内の市町村へ転出

して・まだ4ケ月を経過してい

ない人※

名簿登録基準日

年齢要件

住所要件

午前7時から午後6時まで（繰上げ投票は従前どおりです。）投票時問
4月21日午後7時30分から市民

会館において行います。

投票日当日やむを得ない事由で

投票所に行けない方は、4月14

日から4月20日（午前8時30分

から午後5時まで）の間に不在

者投票を行うことができます。

投票する場合には、印鑑と入場

券をご持参ください。

平成3年4月14・15日（午前8
時30分から午後5時まで）の2
日間。

4月7日午後7時30分から市民
会館において行います。

投票日当日やむを得ない事由で

投票所に行けない方は3月29日

から4月6日（午前8時30分か
ら午後5時まで）の間に不在者

投票を行うことができます。

投票する場合には、印鑑と入場

券をご持参ください。

平成3年3月29・30日（午前8
時30分から午後5時まで）の2
日間。

票開

不在者投票

選挙人名簿の

縦覧期間

郵送により配布いたします。（2名記載用はがきですので、各自

切りはなして、持参してください。）

白石市選挙管理委員会事務局（白石市役所西側、市健康センター

内）

入場券
不在者投票と名
簿の縦覧の場所

〈知っていますか「土地基本法」レ・

土麺ぱ限り7ある資源

みんな7活かレ豊かな宋来
　
　
　
　
　
　
　
講
謹
べ

一
警
纂

壷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麺

　
　
　
　
　
．
一
複

　
　
　
　
　
　
｛

“
唱
　
　
轍
M
、
・
駕

婁
、
デ
難

矯
ま
額
プ
　
　
》
　
．
～
鴻

　
　
　
　
　
ず
浄
　
　
　
彩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
悪
・

　　警毎　魎灘

諾　い　　　もセ　ゑ

　離獅糠
塵謹鐘撫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨ド

　　　　　　　　　　　　　　　　翫　　　　　　　　　　　　　　　勲　　　　　　　　　　　　　裂
　　　　　　　　　　　嗣

　　　　　　　　　　り　ド

　　　　　　　　　　饗　　　　　　顎　　　　　播　　　　馨　　　き　翼輪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　琴

適
正
に
利
用
さ
れ
て
こ
そ
、
価
値
が
出

て
く
る
も
の
な
の
で
す
。

●
住
宅
と
工
場
が
ゴ
チ
ャ
マ
ゼ
だ
っ
た

ら
ど
う
で
し
ょ
う
？

　
住
宅
側
の
人
達
は
、
悪
臭
や
騒
音
で

悩
む
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
工
場
で
働
く
人
達
は
、
回
り
に
気
を

使
っ
て
ば
か
り
で
、
仕
事
が
十
分
で
き

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
お
互

い
に
損
な
こ
と
。

　
み
ん
な
が
計
画
に
従
っ
て
、
互
い
の

利
益
を
増
や
す
よ
う
に
、
み
ん
な
で
仲

良
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
そ
ん
な
ふ
う

に
土
地
を
利
用
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

⑥
投
機
的
な
土
地
取
引
は
行
わ
れ
て

　
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　
土
地
は
限
り
の
あ
る
と
て
も
大
事
な

資
源
で
す
。
み
ん
な
が
住
ん
で
、
仕
事

を
す
る
の
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

な
の
で
す
。
そ
ん
な
土
地
を
金
も
う
け

の
道
具
に
し
て
土
地
こ
ろ
が
し
を
す
る

な
ん
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

●
鉄
道
、
道
路
の
建
設
や
周
囲
の
様
子

の
変
化
な
ど
・
ま
わ
り
の
状
況
の
変
化

に
よ
っ
て
生
じ
る
利
益
に
は
、
適
切
な

負
担
を
し
て
頂
き
、
社
会
に
返
し
て
も

ら
う
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ω
土
地
に
つ
い
て
は
公
共
の
福
祉
が

　
優
先
し
ま
す
。

　
土
地
は
工
場
で
作
っ
た
り
で
き
ま
せ

ん
。
そ
れ
に
土
地
な
く
し
て
は
生
活
も

仕
事
も
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
ん
な
貴
重
な
土
地
で
あ
る
か
ら
こ

そ
、
土
地
に
つ
い
て
は
公
共
の
福
祉
が

優
先
し
ま
す
。
土
地
の
公
共
的
な
性
格

に
ふ
さ
わ
し
い
制
限
や
負
担
が
課
さ
れ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

㈱
価
値
の
増
加
に
伴
う
利
益
に
応
じ

　
て
適
切
な
負
担
を
し
な
け
れ
ば
な

　
り
ま
せ
ん
。

　
人
が
集
ま
っ
た
り
、
産
業
が
集
ま
っ

た
り
、
み
ん
な
の
税
金
な
ど
で
道
路
や

駅
が
近
く
に
で
き
た
り
す
る
と
、
土
地

の
値
段
は
大
き
く
上
が
り
ま
す
。

地
価
公
示
価
格
と
は

　
毎
年
四
月
に
国
土
庁
か
ら
発
表
さ
れ

る
、
標
準
的
な
土
地
の
（
こ
の
土
地
を

標
準
地
と
言
い
ま
す
）
価
格
で
す
。

　
土
地
売
買
の
時
は
、
ま
ず
、
地
価
公

示
価
格
を
調
べ
、
売
買
の
目
安
と
し
て

く
だ
さ
い
。

　
地
価
公
示
価
格
や
周
辺
の
状
況
な
ど

を
細
か
く
記
載
し
た
書
面
は
、
市
役
所

企
画
財
政
課
に
、
宮
城
県
内
の
も
の
が

全
部
そ
ろ
え
て
あ
り
、
だ
れ
で
も
簡
単

に
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ω
土
地
は
適
正
に
、
か
つ
計
画
に
従
っ

　
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
、

土
地
は
、
ま
わ
り
の
状
況
に
応
じ
て

無
料
相
談
会
へ
気
軽
に

　
　
　
　
お
出
か
け
く
だ
さ
い

　
㈱
日
本
不
動
産
鑑
定
協
会
が
、
四
月

に
全
国
の
都
道
府
県
庁
所
在
地
な
ど
で
、

土
地
の
評
価
な
ど
に
つ
い
て
の
無
料
相

談
会
を
開
き
ま
す
。

　
開
催
場
所
、
開
催
日
時
な
ど
詳
し
い

こ
と
は
、
宮
城
県
企
画
部
土
地
対
策
課

（
盈
〇
二
二
－
二
一
一
－
二
四
四
四
）

に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

　地価公

示
な
ど
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、

　市

役
所
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係
へ
。

平
成
＝
、
年
四
月

下
水
道
供
罵
開
始
地
域
の

　
　
　
　
　
　
皆
様
へ
お
願
い

，
翻
剰
謁
鯉
塾
紅

て
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
着
実
に
工
事
が
進
捗
し
で
、

お
り
ま
す
。

　
平
成
三
年
四
月
一
日
よ
り
、
供
用
開
一

始
地
域
の
方
々
に
は
、
説
明
会
開
催
の

通
知
を
差
し
上
げ
ま
し
た
の
で
、
こ
出

席
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
排
水
設
備
（
宅
内
水
洗
化
∠

の
設
置
は
、
法
律
に
よ
り
供
用
開
始
か

ら
三
年
以
内
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

　
排
水
設
備
（
宅
内
水
洗
化
）
工
事
等

は
、
「
白
石
市
公
認
排
水
設
備
工
事
等
一

工
事
業
者
」
に
直
接
依
頼
し
で
、
く
だ
さ
い
。

　
※
工
事
業
者
も
一
度
に
多
数
の
依
頼

が
あ
り
ま
す
と
、
対
応
で
き
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
出
来
る
九
け
早
目

に
依
頼
さ
れ
ま
す
よ
う
お
す
す
め
い
た

し
ま
す
。

爵
H
暴

　
　
　
　
　
　
レ
麹
　
斡
聾

　
　
　
　
　
鍔
、
『
．
軒
一
婆
毒

劃
欄
嚇
慰
翼
　
墜
鱒
誠
・

幽醗

畷V嚢
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14

・
等

，
麟
繊
乳
講
影
㌧
・
㍉
、

ー
「
．
・
賢
証
　
“
㌧
鼠
　
無
灘
搾
騨

欝
▲

響6・
厘
＝

螺駿避
覇幽』

塾
、
鰍

騰幽
講
蘇

か　
　
　
　
　
　
　
　
’
誕

憐
説
撫

平成3年5月11日（土）

　　　　　　～20日（月）まで

絹
入
学
児
童
《
園
児
》
を

　
　
甕
遍
事
散
ガ
5
守
り
ま
し
ょ
う

一
。

運動の重点目標

①子どもと高齢者の交通事故防止

②若年運転者による無謀運転の追放

③シートペルト、ヘルメットの正し

　い着用の徹底

④違法駐車の締め出し

　
聞
も
な
く
う
れ
し
い
新
入
学
（
園
）

で
す
。
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
交
通

安
全
の
し
つ
け
と
保
護
を
し
っ
か
り
と

し
ま
し
ょ
う
。

◎
幼
児
、
小
学
生
の
事
故
の
特
徴

　
　
9
割
以
上
が
道
路
を
横
断
す
る
と

　
　
　
　
　
あ

　
き
に
事
故
に
遭
い
、
8
割
以
上
が
と

　
び
出
し
や
、
車
の
直
前
、
直
後
か
ら

　
の
横
断
が
事
故
の
原
因
と
な
っ
て
い

　
ま
す
。

　
保
護
者
も
、
ま
た
ド
ラ
イ
バ
ー
も
子

ど
も
の
事
故
の
こ
う
し
た
特
徴
を
知
り
、

指
導
、
監
督
、
そ
し
て
保
護
の
暖
か
い

心
配
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ
〕

　
・
子
ど
も
と
一
緒
に
通
学
（
園
）
路

　
を
点
検
し
、
具
体
的
（
信
号
の
見

　
方
、
道
路
の
渡
り
方
等
）
な
安
全

　
行
動
を
指
導
す
る
。

　
・
登
校
時
や
学
校
か
ら
帰
り
、
遊
び

　
　
な
ど
に
出
か
け
る
と
き
に
一
声
か

　
　
け
る
。

　
・
道
路
で
は
絶
対
に
遊
ば
せ
な
い
。

〔
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ
〕

1
と
び
出
し
事
故
の
防
止
を
ー

　
・
子
ど
も
を
早
期
発
見
し
、
動
き
に

　
注
意
す
る
こ
と
。

　
・
横
断
歩
道
へ
は
、
減
速
態
勢
で
接

　
近
す
る
こ
と
。

　
・
駐
停
車
中
の
車
輌
の
側
方
は
、
徐

　
行
し
て
通
過
す
る
こ
と
。

※今年の「春の全国交通安全運動」は、

今月行われる統一地方選挙の関係で5月

となります。

子
ど
も
の
『
車
の
直
前
・
直
後
横
断
』
を
誘
う

違
法
駐
車
を
や
め
ま
し
ょ
免

放
置
駐
車
違
反
の
反
則
金
大
幅
ア
ッ
プ
！

運
転
者
が
車
を
離
れ
て
、

直
ち
に
運
転
で
き
な
い
状
態
は

「
放
置
行
為
」
と
さ
れ
、

轟
　

　
　
　
○
○

　
　
○

み
ど
り
の
日

　
　
　
　
　
　
（
4
月
2
9
日
）

み
ど
り
の
週
間

　
　
　
　
　
　
（
4
月
2
3
～
2
9
日
）

　
日
本
は
、
緑
豊
か
な
自
然
を
も
つ
国

で
す
。
特
に
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て

は
、
新
緑
が
美
し
い
季
節
－
春
の
陽

光
や
暖
か
さ
も
手
伝
い
、
生
命
の
息
吹

を
感
じ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
み
な
さ
ん
は
・
「
み
ど
り
の

日
」
「
み
ど
り
の
週
間
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　
「
み
ど
り
の
日
」
は
、
平
成
元
年
に

「
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
」
に
よ
り
制
定
さ
れ
、

四
月
二
十
九
日
と
決
め
ら
れ
た
国
民
の

祝
日
で
す
。
自
然
に
親
し
み
、
そ
の
恩

恵
に
感
謝
し
、
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
も

う
と
い
う
日
で
す
。

　
「
み
ど
り
の
週
間
」
は
、
こ
の
考
え

を
一
層
深
め
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も

の
で
、
四
月
二
十
三
日
～
二
十
九
日
の

一
週
間
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
気
候
の
よ
い
こ
の
時
期
、
あ
な
た
も

森
林
浴
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
胤
嚢
臓

　
　
　
　
　
継
驚
膚
、

　
　
　
　
　
論
霧

雑．
o
〆

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
1
国
民
年
金
の
保
険
料
－

　
平
成
二
年
四
月
か
ら
平
成
三
年
三
月

分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
に
納
め
忘

れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
こ
の
期
問
分
の
保
険
料
を
、
市
が
発

行
し
た
納
付
書
で
納
め
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
四
月
三
十
日
ま
で
で
す
。

　
納
め
忘
れ
が
あ
っ
た
ば
か
り
に
、
万

一
の
事
故
の
と
き
や
、
老
後
に
年
金
を

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
は
困
り

ま
す
。
納
め
忘
れ
が
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

学
生
の
み
な
さ
ん

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
は

　
　
　
　
　
　
　
お
早
め
に

　
四
月
か
ら
、
二
十
歳
以
上
の
学
生
の

み
な
さ
ん
も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
す
で
に
二
十
歳
に
な
っ
て
い
る
方
は
、

す
ぐ
に
加
入
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
こ
れ
か
ら
二
十
歳
を
む
か
え
る

み
な
さ
ん
は
、
二
十
歳
に
な
っ
た
ら
す

ぐ
、
加
入
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
は
月
額
九
千
円
で
す
。
納
め

る
の
が
困
難
な
方
は
、
加
入
手
続
き
の

際
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
保
険
料
の
納

入
を
免
除
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

年
金
額
が

　
　
　
　
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

　
　
　
1
平
成
三
年
四
月
分
か
ら
ー

　
平
成
二
年
の
消
費
者
物
価
が
三
・
一

％
上
昇
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
三
年

四
月
分
か
ら
年
金
額
も
三
・
一
％
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。

●
老
齢
基
礎
年
金

　
　
年
額
　
　
六
八
一
、
三
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
↑

　
　
　
　
　
七
〇
二
、
O
O
O
円

●
障
害
基
礎
年
金
（
一
級
）

　
　
年
額
　
　
八
五
一
、
六
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
↑

　
　
　
　
　
八
七
七
、
五
〇
〇
円

●
障
害
基
礎
年
金
（
二
級
）

　
　
年
額
　
　
六
八
一
、
三
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
↑

　
　
　
　
　
七
〇
二
、
O
O
O
円

●
遺
族
基
礎
年
金
（
子
一
人
）

　
年
額
　
　
八
七
七
、
七
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
↑

　
　
　
　
　
九
〇
四
、
四
〇
〇
円

●
老
齢
福
祉
年
金

　
年
額
　
　
三
四
八
、
六
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
↑

　
　
　
　
　
三
五
九
、
二
〇
〇
円

　
な
お
、
引
き
上
げ
ら
れ
た
年
金
額
で

の
支
払
い
は
、
六
月
の
支
払
い
か
ら
で

す
（
老
齢
福
祉
年
金
は
八
月
の
支
払
い

か
ら
で
す
）
。

◇◇

幸
せ
家
族
の
健
康
努
力

郵
便
局
の
健
康
メ
ー
ル
で

　
　
大
腸
ガ
ン
検
診
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か

　
宮
城
県
全
域
と
東
北
の
主
な
市
の
郵

便
局
が
、
仙
台
逓
信
病
院
（
仙
台
市
青

葉
区
四
丁
目
）
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、

郵
便
に
よ
る
大
腸
ガ
ン
検
診
シ
ス
テ
ム

「
健
康
メ
ー
ル
」
を
今
年
2
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
家
に
居
な
が
ら
に
し
て
受
診
で
き
る

簡
単
さ
が
好
評
で
、
取
り
扱
い
開
始
一

週
間
あ
ま
り
で
六
百
五
十
件
を
こ
え
て

い
ま
す
。

　
あ
な
た
と
あ
な
た
の
家
族
の
健
康
管

理
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
こ
の
制
度
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

健
康
メ
ー
ル
係

①郵便振替により申込み（郵便局）

②検査紙等の送付（1週間後位）

③採便し返送

④検査結果表の送付（2週間後位）

利
　
　
用
　
　
者

○罐職碁轟騨驚箒購ん
が送付されます．か

○説明書に従って、採便して返信用封筒

　により病院に送付します。

が
〆
顧騨

㌧

通
信
販
売
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す

　
　
代
金
前
払
い
業
者
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要
注
意
！

　
A
さ
ん
は
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
通
信

販
売
で
買
う
こ
と
に
し
、
電
話
で
申
し

込
ん
だ
。

　
二
日
後
に
業
者
か
ら
電
話
が
あ
り

「
今
日
の
午
後
二
時
ま
で
に
入
金
し
て

く
だ
さ
る
と
、
今
年
中
に
商
品
を
お
届

け
し
ま
す
」
と
言
わ
れ
、
さ
っ
そ
く
指

定
さ
れ
た
口
座
に
代
金
十
三
万
円
を
入

金
し
た
。
し
か
し
、
一
週
間
た
っ
て
も

商
品
が
届
か
な
い
。
問
い
合
わ
せ
る
と

「
メ
ー
カ
ー
に
在
庫
が
な
い
」
と
言
う
。

　
そ
こ
で
、
業
者
に
対
し
て
早
急
に
商

品
の
納
入
を
す
る
よ
う
に
、
商
品
が
な

い
場
合
は
返
金
を
す
る
よ
う
に
と
の
通

知
文
を
郵
送
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

A
さ
ん
に
商
品
が
届
き
、
何
回
か
要
求

を
し
た
末
の
解
決
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
は
、
日
本
通

信
販
売
協
会
に
加
盟
し
て
い
な
い
業
者

に
出
て
い
ま
す
。
特
に
、
先
に
代
金
を

支
払
い
、
後
で
商
品
を
受
取
る
と
い
う

不
自
然
な
販
売
が
ト
ラ
ブ
ル
の
も
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
家
に
居
な
が
ら
買
物
の
で
き
る
通
信

販
売
は
確
か
に
手
軽
で
便
利
で
す
。
し

か
し
、
ト
ラ
ブ
ル
も
増
加
し
て
ま
す
の

で
、
利
用
の
際
は
よ
く
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
　
　
　
　
　
　
消
費
生
活
相
談
室
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働く婦 人の家受講生募集
　　開講日　4月27日1土）午後1時から

◆いきいき手作り講座

種　別

初級パツ

チワーク

手編み

洋裁

型絵染

籐工芸

木目込

人形

期間

胡～9月

4月～2月

4月材2月

4月～2月

4月d2月

4月【42月

曜日、時間

第1、鋤
10100～12：00

第2、4体｝

10：00～12：00

第1、3㈹
10：00～12100

第2、4㈹
10：00～12：00

第1、3㈱
10：00～12：00

第1、3働
10：00～12；00

・
貝定

20

15

15

10

10

10

内 点谷

パッチワークの基礎と小

物製作

棒かぎ針の基礎からセー

ターまで

基礎からブラウス・スカ

ートまで

入門コース

入門コース

木目込方の基礎と人形製

作

講師

高野恵子

大庭寿枝

朝熊きく江

水戸稔博

橋浦芳子

菊地ふみ子

◆実用と趣味講座

種　別

料理教室

パン作

り教室

園芸百科

英会話

ペン習字

着付

期間

4月材2月

4月刈2月

4月紐1月

4月～1明

4月～12月

4月～10月

曜日、時聞

第1、3（弱

10100～12：00

第4（幻
10：00～12：00

第2、姻
10：00～12：00

第2、4樹
10：00～12：00

第2、4囲
18：30～20：30

第1、3㈹
10：00～12：00

定員

18

18

25

15

20

10

内 容

手軽にできる料理の基本

から

手作りのいろいろな種類

のパンづくり　月1回

我が家の菜園基礎

初級（中学校卒業程度）

入門から実用まで

初心者コース

（日本和装文化学院）

講師

畠　っね

畠　つね

白石農業
改良普及所

坂本よし子

永井忠雄

山口千代子

◆健康講座

種　別

フォーク

ダンス

健康
体操

健康
体操

祖交ダン

ス（ペア）

期間

4月q2月

姐材2月

4月～9月

4月刈2月

曜日、時聞

第1、3㈱
10：00～12：00

第1、3（沁

10100～12：00

第1、3囲
18：30～20：00

第2、4㈹
10：00～12：00

韻

20

15

15

10組

内 容

初心者向けで気軽に楽し

く

いい汗流して、楽しく踊

ろう（エアロビクス）

〃

夜のひとときを夫婦又は

お友達とペァで

講師

伊藤京子
佐藤常世

八巻奈美子

八巻奈美子

佐藤　宏
千葉綾子

l ふる里講座

・白石市指定史跡散歩（5回実施）

　〔講　師〕　小岩　庄一先生

　〔定員〕　25名
・ふるさとの山蔵王を見る（4回実施）

　〔講　師〕　渡辺　信有先生

　〔定員〕　25名

1考えましょう、高齢化社会講座（4回実施）

　　～若いうちから心身とともに

　　　　　　　　　活動的に生きる～
詳しくは、働く婦人の家盈25－5095へ。

4月の休館日　8・14・22・28・29日

17

勤労青少年ホーム受講生べ会員募集1

★　伸ぱせ　世界へ　若い力を　★
＼（平成3年勤労青少年の標語）／

　　★　　　　　　　　★

◆定期講座（平成3年4月～4年3月）

講座名

日本舞踊
直派若柳流

裁洋

道童
日

茶　道
裏千家流

料　理

社交ダンス

民　　謡

ペン習字

華道池坊

韓小原流

英会話

着　　付

曜日

月

月

月

火

火

火

水

象
水

第

木

金

2
金

第

金

時間

18：30～

18：30～

19100～

18：30～

18：30～

19：00～

19；00～

18：30～

18100～

18130～

19：00～

18：30～

月額教材費・

負　握　金

負担金600円

材料代実費

教材費600円

菓子代400円

材料代実費

無料

歌集1，000円

教材費実費

花材代実費

花材代実費

教材代実費

無料

持ち物

扇子、ゆかた1枚

裁縫道具一式、筆記

用具

書道道具一式

講座の中で説明する

米約1合

上履き（運動靴でも

可）

講座の中で説明する

ボールペン、筆記用

具

花ばさみ、筆記用具

花ばさみ、筆記用具

講座の中で説明する

ウール着物、長儒祥、

肌着、裾よけ、半幅帯、

小物等

定員

15

15

20

15

25

20

20

20

20

20

20

15

◆クラプサークル

名 称

アウトドア・サークル

バドミントン

ニユーシヤトルズ

卓球ク　　ブ

エアロビクスサークル

大平バドミントンクラブ

英語研究会

白石BC
（バドミントンクラフう

硬式テニスクラブ

曜日

月・休日

月・木

木

木

木

第1、3

金

日

日

時間

18：30～

19：00～

福岡小

19：00～

19：30～

19：00～

大平小

19100～

19：00～

大平小

19：00～

月額会費

活動費実費

1，000円

無料

2，000円

1，000円

無料

500円

約1，000円

会からのメッセージ

野外でワフレツシュ！

申込・問合先

留25－6758　佐藤

手ぶらで来てもOK！

申込・問合先

a25－0145　八巻

申込・問合先

盈25－6802佐久間

かたこと英語から

はじめよう！

申込・問合先

實24－4430　菅原

初心者歓迎！

★開館時間　午後1時～午後9時

★休館日　日曜、祝日、12月28日～1月4日

★登録資格市内に居住または、勤務している方（求職中も可）

★利用手続

①ホームに来て、登録し利用証をもらう。

②希望する講座、サークルに入会する。

③利用者会（イベントの企画・運営を担当）に入会する。

※読書や音楽鑑賞、トレーニングなど個人利用も可。

白石市勤労青少年ホーム

白石市益岡町1－16盈25－3720

　一’

　米について
ご飯1杯は180カロリー、食パ

ン1枚と同じカロリーです。

お米に含まれているたんぱく質

の栄養価は、決して牛乳や牛肉に

も見劣りしない、良いたんぱく質

を含んでいるのです。

お米ワンポイント・アドバイス

1．お米の味を落さず保存するには

　乾燥していて涼しく日光のあ
たらない暗いところが理想的です。

　米びつなどの容器は、定期的
にふいて乾燥させてください。

2．芯のあるごはんを直すときは
　自動炊飲器L8乏炊きの場合、
上下のごはんをよくかき混ぜ、

大さじ2杯程度の酒をかけ、も
う一度スイッチを入れてください。

　なぺ
　鍋の場合には、火加減を弱火

にして、15分ほどかけてくださ
い0

3．ごはんをジャーで保温する時は

　高温で長時間の保温は、ご飲
が変質し味も落ち、細菌繁殖の

原因となるときもありますので、

長くても10時聞以内には処理を

してください。
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各種食品のたんぱく価
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佐藤　重子さん（斎川）

消費生活モニター調査結果
　　　　　　　　　今月　（円）　品　目　　　　　規　　　格　　　　　　　　　最高価格　　　　　　　　　　　　　今月　　　　　　　　　　　最低価格
1，砂　　　糖　　　　上白糖1㎏　　　　　　　　　　280　　　　　　　　　　　　221　　　　　　　　　　　　　　251
　　　　上級濃口1乏ポリ容器入り2，し　ょ　う　ゆ　　　　　　　　　　500　　　　　　　　　　　　235　　　　　　　　　　　　　　385
3，サ　　ダ油　　　　ポリ容器入り7009　　　　　　　　　　530　　　　　　　　　　　　358　　　　　　　　　　　　　　417
4．小　麦　粉　　　　薄力粉1㎏　　　　　　　　　　265　　　　　　　　　　　　163　　　　　　　　　　　　　　225
　　　　　　　　　　160鼠食　パ　ン　　　　並食1袋　　　　　　　　　　　　140　　　　　　　　　　　　　　150
6，マーガリン　　　　ソフトカルトン入り2259　　　　　　　　　　214　　　　　　　　　　　　185　　　　　　　　　　　　　　199
　　　　　　　　　　280乳牛　　　乳　　　　紙容器入り1，000cc　　　　　　　　　　　　204　　　　　　　　　　　　　　246
8．バ　　タ　　　　カルトン入り2259　　　　　　　　　　391　　　　　　　　　　　　369　　　　　　　　　　　　　　382
9．ティッシュペーパー　　　　400枚（200組）紙箱入り　　　　　　　　　　i52　　　　　　　　　　　　98　　　　　　　　　　　　　　125
10，ラ　　　　プ　　　　幅30αn　　　　　　　　　　247　　　　　　　　　　　　183　　　　　　　　　　　　　　210
11，洗濯用合成洗剤

12，カレーライス

！a理　髪　料

14パーマネント料

15灯　　　油

1a　レギュラーガソリン

玖軽　　　油

18，プロパンガス

1a即席中華めん

2α炭酸飲料

濃縮小型洗剤1，5㎏

並食1皿

小学生調髪

18召　（店頭価格）

コールドシ3一ト

182　（配達料込）

12現金

1乏現金

10㎡（気体）

袋入り100g

缶入り350皿1

B55

580

1，900

5，500

1，001

1，062

134

83

5，562

go

lOO

648

500

1，500

5，200

goo

950

124

75

4，748

71

95

平均価格　（円）

516

75G

1，683

5，450

945

993

130

80

5、226

83

99

調査年月日・平成3年3月1日

　　　　比　較　％
前月　前年同月　　　　前月　　　　　前年同月

251
　　246　　　　100，0　　　　　　102、0
　　259

399
　　　　96，5　　　　　　148，6

417
　　320　　　　100，0　　　　　　130．3

228
　　216　　　　98．7　　　　　　104．2

150
　　143　　　　100．0　　　　　　104．9

201
　　190　　　　99，0　　　　　　104．7

237

382

124

205

了56

516

1，683

5，450

1，001

1，056

134

83

5，174

81

99

219

360

134

210

476

749

1，517

5，417

725

752

121

70

4，282

76

98

103．8

1αα0

10α8

102、4

100、0

99，2

100．O

100．0

94．4

94，0

97，0

96．4

101，0

102．5

100．O

112，3

1001

933

100，0

100．1

108，4

110．9

10α6

130，3

132，0

107，4

114．3

122，0

10乳2

101．O

（上昇品目）

牛乳、ティッシュペーパー・ラップ・

プロパンガス・即席中華めん
（下降品目）

しょうゆ・小麦粉・マーガリン・洗濯

用合成洗剤・灯油（店頭・配達）・レ

ギュラーガソリン・軽油
（横ばい品目）

砂糖・サラダ油・食パン・バター・カ

レーライス・理髪料・パーマネント料・

炭酸飲料

（上昇品目）

砂糖・しょうゆ・サラダ油・小麦粉・

食パン・マーガリン・牛乳・バター・

洗濯用合成洗剤・カレーライス・理髪

料・パーマネント料・灯油（店頭・配

達）・レギュラーガソリン・軽油・プ

ロパンガス・即席中華めん・炭酸飲料
（下降品目）

ティッシュペーパー
（横ばい品目）

ラップ
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1市営住宅入居者募集について

◎第一種住宅　　　　　　　　　　　　　　　市建設課で随時先着順に受付して

　（収入基準198，000円以下）　　　　　　います。

団地名

新館

寿山

型式

K
K

D
3
33K

家賃（敷金は3月分）

3，000円～7，400円

3，300円～3，500円

家
数

空
戸

6戸

11戸

◎第二種住宅

　（収入基準115，000円以下）

詳しくは、市建設課住宅係盈25－

2111（内線）262へお問い合わせく

ださい。

　県営住宅
　　　　入居者募集

◎第一種住宅

　（収入基準198，000円以下）

団地名

緑が丘

型式

3DK

家賃（敷金は3月分）

14，500円～16，500円

誘
24戸

家
数

空
戸

★公営住宅入居の際の

　　収入基準等の改正

団地名

緑が丘

新館

岩崎

型式

3DK

3K

3DK

家賃（敷金は3月分）

14，500円～16，500円

10，500円～12，600円

27，000円

11戸

6戸

5戸

平成3年4月1日から、公営住宅

入居の際の収入基準が変わります。

問い合わせは、仙台市青葉区上杉

1－1－20㈲宮城県建築住宅センター

盈022－224－0014へ。

入居の際の収入基準

第　　種

第　二種

改正前

100，000円を越え

162，000円以下

100，000円以下

改正後

115，000円を越え

工98，000円以下

115，000円以下

　雇用促進住宅
　　　入居者募集
O空室状況

　・白石宿舎（3DK）6戸

　家賃30，282円
　共益費　　2，300円

　・鷹巣宿舎（2K）21戸

　家賃14，317円

　共益費　　900円
　鷹巣宿舎については、単身者（独

身）の方も入居できます。また、家

族の多い方（4人）は、2戸貸しも

できますので、お気軽に白石公共職

業安定所盈25－3107へお問い合わせ

ください。

　自衛官を
　　募集しています
○応募資格　18歳から27歳未満あと

半年で18歳になる方も応募できます。

O身分特別国家公務員

詳しくは、市民課盈25－2111また

は、大河原募集事務連絡所岱0224－

53－2185へお問い合わせください。

　白石市奨学生の
　　　　募集について

市内に1年以上住んでいる方の子

弟で、高等学校以上の学校に在学す

る学術優秀、品行方正、心身ともに

健全で、経済的事由により学資の支

弁が困難な学生を対象に奨学生を募

集します。

O募集人員　大学生5人以内

　　　　短大生3人以内
　　　　高校生2人以内
　※応募状況により変更することが

　あります。

○貸付金の額

大学生　月額25，000円

短大生　月額25，000円

高校生　月額15，000円

　申請の手続きなど詳しくは、市教

育委員会管理課総務係奮25－2111

（内線）415へお問い合わせください。

　社会教育ボランティア

　「やまぶき会」会員募集

　「やまぶき会」では、4月からの

会員を募集していますので、希望の

方はお申し込みください。

○対象市内在住の20歳以上の婦

　　　人の方
O定例会・場所毎月1回中央公民館

○主な活動

　・社会教育関係の諸行事へのボラ

　ンティァ（蔵王高原マラソン、

　市民体育祭、3歳児の託児など）

　・児童館における16ミリ映写

　・ゲートボールの実技、審判の手伝

　・交流研修会（留学生と交流研修

　会、他市町村のボランティアグ

　ループとの交流など）

　※機械操作や資格は、入会してか

　ら取得できます。

○申し込み方法　4月22日（月）まで市

教育委員会社会教育係智25－2111

　（内線）412までご連絡ください。

　　く筆・圏　益轄纂
　　．、鰐・、町灘瞬
　　、蕊　　 ．脇寓
▲子供まつりでまゆ細工指導を行う会員
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⇔第1。回　㎜響欝鍔㎜㎜㎜㎜㎜㎜驚
　　　公民館まっり　　　　　　1学習　　　　　　　　〆＼

　2月21日困の文化講演会を中心と

した第10回公民館まつりが開催され、

各種展示、催しもの等に大勢の市民

が訪れました。

嚢『異寂・
寡
匹一碁

轟
猟気

象

1スポーツ／ 駅
◎・ヴァイオリン　（Violin）

　　　　　　　　教室生の募集

平成2年、白石市に「アンサンブ

ル白石」という音楽を愛好する会が

発足しました。

　この会の生命は、ヴァイオリンで

す。本年から次のような形でヴァイ

オリン教室を開催します。早めに申

し込みください。

○対　象　5歳以上の方

○練習日・時間

の都合のよい時聞帯（月3－4回1

　の組み合わせで年間40回以上）

○会費　月1人6，000円（初級コース）

○講師柴山茂子氏
　（柴田郡川崎町大字小野字赤萩山2）

○申込先　白石市中央公民館内

　「アンサンブル白石」事務局

　　智26－2453

漏＿＿＿臨毎鞭缶・　驚議瓢講漿羅鎌

唖BOOKS9蛭んβ、翻あ一しよん猛自≡

★4月1日から本の貸出し

　　登録番号の書きかえを

　　　　　いたします。

　書きかえは、備え付けの用紙に住

所・氏名・電話番号などを書いて、

受付に出してください。

　はじめて利用される方も・受付で

登録の手続きを済ませてから本を借

りてください。

　移動図書館“こまくさ号”でも、

4月から登録番号の書きかえをいた

しますので、利用されるときに手続

1きをしてください。

　一平成3年度利用案内一
〇利用できる方は、白石市内に住ん

　でいる方、または市内に通勤・通

　学している方です。

O本は、ひとり5冊まで15日間借り

　られます。ぐ新刊雑誌は3日間、

　グループの場合は1ケ月間の貸出

　しとなります。）

○読書相談、調査研究などのある方

　は、係にお問い合わせください．

図書館利用案内
○開館時間

月～土曜日　9時～16時55分

　日曜日　　　10時～16時

○休館日

毎月末日・国民の祝日・館

　　　　新着図書案内
酒で相手がわかる自分がわかる

飲めば心が丸ハダカになる　島田　一男

女35歳からの生き方　愛・仕事・人生

　　　　　　　　吉武輝子
「太平記」群雄の興亡と謎　岩松清四郎

祖先がここまでわかるおもしろ地名史

　　　　　　　　丹羽基二
土地改革の視点　　　　　長谷川徳之輔

日本人の常識と社交性

外国人とのコミュニケーションを良くする

ために　　　　　　　　　井上　雍雄
過労死と企業の責任　　　　川人　　博
どこかで鬼の話　鬼の本をよみとく

　　　　　　　　奥田継夫
ホーキングの最新宇宙論

　　スティーヴン・W・ホーキング
思いきって尿療法

ここまでわかった驚異的効果と安全性

　　　　西田　　博、森田　富也
四十からの歯　　　　　　　石川　　烈

知らぬと危ないガスの話　　小池和弥
色彩感覚パズル　インテリアコーデイネー

　ト編　はまの出版デザイン室〔ほか〕

リースノート　リースを楽しむ36のアイ

ディア　　　本多由紀子、藤島　　新

花と緑のバイテクかんたん入門

　　　　　　　　山口　聰
競走馬の秘密　その心理と走る理由

　マーティーン。M・クリスティーヌ
日本語で一番大事なもの

　内整理のため10月1日～10月10

　日・年末年始・その他

●4月の休館日
　4月29日㈱、4月30日（火）月末整

　理日

　　　（抄）

　　　　大野　　晋、丸谷　才一
口べたがなぜ人をっかむのか

　　　　　　　　塚越恒爾
この人と暮らせたら　　　山口洋子
呑んでかかれば恐くない　　　　　　　

茜灘響　　離罰
神がみの戦場　　　　　　　日下　圭介1

饗灘伝説の殺人　網正森i

迷宮の死者　赤かぶ検事　　　和久　峻三1

真っ赤な身代金　　　　　小林久三
赤穂浪士四十八人目の男　　大佛　次郎

恋文心中　　　　　　　　　平岩　弓枝

ありえざる都市　上・下　　　　　　　

　　　　デイヴィット・ジンデル
パラダイス　　　ドナルド・バーセルミ

　　　子どもの本
すてきなおりがみラッピング

　　　　　　　阿部　恒著
パパは専業主夫　キルステン・ボイエ作

　　　　　　　遠山明子訳
ご用だっ！ねこねこユーカイ事件

　　　　　　　高橋町子作
みどりは・はらぺこ迷探偵

　　　　　　　大谷美和子作
あの町この町吸血鬼　　　末吉　暁子作
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満77歳以上の方に
市敬老祝金を贈呈します

春の川干の

お知らせ
春の消防演習
市内一斉サイレン吹鳴

本年12月31日までに満77歳以上

（大正3年12月31日以前の出生者）

になる方で、本年3月31日現在にお

いて日本の国籍を有し、白石市に住

所を有する方に、市敬老祝金を贈呈

いたします。

O市敬老祝金の額　年額5，000円

○持参する物　通知書、印鑑

　（受領は代理の方でもかまいませ

　んが、印鑑は該当者本人のもの

　を持参すること）

通知書は、4月15日付で発送しま

すが、該当される方で通知がない場

合は、市社会福祉事務所総務係盈25－

2111（内線）154へお申し出ください。

日　程　表

用水路のしゅんせっと補修のため

「春の川干」を行います。各家庭の

周囲の側溝や占用箇所の土砂上げを

お願いします。

なお、川干の期間中は、火の元に

特にご注意ください。

○期　間　4月13日出午前6時から

　　　4月15日（月）午後5時まで

O実施区域
白石土地改良区管轄用水路全域

●

　白石市消防団では、4月28日（日）午

前8時半より、白石第一小学校校庭

において、春の消防演習を実施しま

す。

当日、団員招集のため、次のとお

り市内一斉にサイレンを吹鳴いたし

ますので、火災と間違えないようご

注意ください。

・サイレン吹鳴時間

平成3年4月28日（日）午前7時

陸上自衛隊創立
記念行事の開催について

地区

自石

越河

斎川

大平

大鷹沢

白川

福岡

小原

月目

4月25日

4月23日

4月23日

4月23日

4月23日

4月23日

4月24日

4月23日

時間

9時～15時

場 所

白石市社会福祉事務所

越河事務連絡所

斎川事務連絡所

白石市社会福祉事務所

大鷹沢事務連絡所

白川事務連絡所

白石市社会福祉事務所

小原事務連絡所

角田ロケット開発センター

施設公開について

角田ロケット開発センターでは、

下記のとおり、施設の一般公開をし

ます。

○日時4月20日、10時～15時30分

○場所角田市神次郎字高久蔵1

宇宙開発事業団角田ロケット開発

センター

○公開施設　管理棟内展示室及び試

験設備

O映画『時代は宇宙へ』約15分

詳しくは、角田ロケット開発セン

ター盈0224－68－3211へ。

「”二、・・∫一γ～　　“私～」r　　　　　㍉穿　　　　’rぐ」

秀典氏、大野直博氏、別部八郎氏、丘

杉の子母親クラブ代表　佐々木とし1：

子氏、東京シネ・ビデオ㈱代表取締三

役　横川元彦氏、白石市立南中学校〕

第3学年委員長　松野美千代氏、小r二

関英治氏　　　　　　　　∫

今年も地域の皆様方との親睦及び

隊員の士気高揚を図るため、恒例の

駐屯地記念行事を開催することにな

りました。

☆紙上からお礼申し上げます☆
生活基盤の整備や白石城復元資金

などとして、次の方々からご寄付を

いただきました。紙上からお礼申し

上げます。

昭和16、17年会会長　百瀬幸一氏、

白石ソーイング㈱代表取締役　高橋

　　　覗粥　　　．難鍛藁
　　．蝉「閣㌧

　　　　／り

　～ 　　4月14日（日）9時～15時で

　　す。　「桜まつり」も計画

　　　　　　　o　　していますので、みんな

　　で来てください。

㊧會澱n　　　愈

○内容
　・記念式典・車両パレード

　・模擬戦・模擬売店

　・戦車、ジープ、ボート試乗

詳しくは、陸上自衛隊船岡駐屯地

広報班盈0224－55－2301（内線）202

へお問い合わせください。
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市役所は毎月第2、第4土曜日が休みです。

　　　　　　4月の土曜閉庁日は、13日と27日です。

税の窓ロ《蓼

税務証明の交付について

O対象　融資、保証人、扶養認定な

　どの使用目的のために所得、課

　税、納税証明書等を必要とする

　方
○請求できる人　納税義務者本人か

　本人からの委任状を持参した代

　理人
○手数料　1件にっき　200円

○持参するもの

　印かん、委任状（代理人の場合）

　4月の納税は、国民健康保険税第1

期分です・忘れずに納付してください！

口座振替をご利用の方は、預金の

現在高をご確認ください。

中小企業大学校
仙台校がオープンします

能力開発セミナー
受講生募集

　4月23日、東北地域では初の中小

企業研修の拠点となる「中小企業大

学校」が、仙台にオープンします。

　この「中小企業大学校」は、中小

企業の健全な発展のため国が推進す

る唯一の人材養成機関で、中小企業

の経営者、管理者、後継者の方であ

ればどなたでも受講できます。

詳しくは、〒989－31仙台市青葉

区下愛子字下原1－1中小企業大学

校庶務課盈022－392－8811へお問い

合わせください。

NTTから
NTT大河原支店の支店名が

平成3年4月1日から「仙南支店」

　　　　　　に変わります。

雇用促進事業団宮城技能開発セン

ターでは、4月開講の能力開発セミ

ナー受講生を募集しています。

　自己啓発や資格取得を目指す人や

初心者など、広く一般を対象として

いますので、この機会に受講なさっ

てはいかがですか。

○講座
　・ワープロ基礎講座

　　夜15日～26日（月・水・金）

　・パソコンガイダンス

　　夜15日～26日（月・水・金）

　・日商簿記3級講座

　　8日～6月7日（月・水・金）

　　　　　　　その他
詳しくは、宮城技能開発センター

開発援助課智022－362－2254へ。

遭
↑

　ぷしい　ゆハせ

凶鞭艦撚撚　　贈噛購　　・矧

　騰
　　顧』』　　＿．．

ケイタ

益岡公園野球場・庭球場の夜間照明施設を、下記により一般

の方々に開放できることになりましたので、ご利用ください。

○使用期間・時間

平成3年5月1日～10月31日

午後9時まで

○使用料

　・野球場照明施設1時間5，000円

・受付時間

平日二8時30分～17時

土曜日：8時30分～12時15分

※ただし、日曜日、祭日、第2。

4土曜日は休み。

・庭球場照明施設1時間　500円（1面）　＜庭球場照明施設＞

※この料金は、市民及び市内の企業

等に勤務している方の使用料です。

○申込先・受付時間

く野球場照明施設》

　・市都市計画課

　　盈25－2111（内線）243、244

・市勤労青少年ホーム

　a25－3720
・受付時間　13時～19時

※ただし、日曜日、祭日は休み。

お問い合わせは、市都市計画課

暦25－2111（内線）243、244へ。

○日時平成3年4月26日午後6時

○会　場　益岡公園野球場、庭球場

★式典終了後、記念試合を行います

ので、ぜひおいでください。

　・野球
　　「野球協会選抜

　　　　　対
　　　　早起き野球協会選抜」

　・庭球
　　「庭球協会員による模範試合」

庭球場を無料解放します！

○日　時　平成3年4月27日～30日

　　　18日寺～21日寺

※庭球協会のみなさんが指導に当た

　りますので、初心者の方も気軽に

お越しください。
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4月7日
内科　三浦クリニック奮25－6854

外科　刈田病院　　　各25－2145

歯科　小野歯科医院各25－8007

4月14日

内科　大沼医院　　智25－2502

外科　加藤（大）医院智26－2653

歯科　水野歯科医院奮26－2401

4月21日

内科　刈田病院　　　智25－2145

外科　刈田病院　　　B25－2145

歯科　村上歯科医院智33－4125

4月28日

内科　広瀬医院　　　恐25－0238

外科　斎藤医院　　　盈25－1222

歯科　谷津歯科医院智26－3254

4月29日

内科　亘理医院　　　冊25－8501

外科　堤医院　　　　智25－1181

歯科　亘理歯科医院B26－2563

5月3日
内科　水野内科クリニック盈25－2736

外科　やまや婦人クリニック盈25－0088

歯科　白石中央歯科医院智24－5554

※都合により変更になる場合もあります。

市内の交通事故
　2／16～3／15（）は累計

平成3年「交通安全
　　　年間スローガン」
のせましょうゆとりという名の

　　　　　　　　同乗者
車社会歩くあなたも　その一人

4月の定例相談日
相談区分

市長相談

人権擁護
相　　談

行政相談

生活相談

社会保険
相　　談

税務相談

消費生活
相　　談

補聴器巡回

サービス

無料法律
相　　談

障害者
相　　談

青少年
相　　談

相談日

15

15

15

15

5・25

15

15

　毎週
月・水・金

リオン

2。17
ニホン
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15

9

　毎週
月・火・木・金

時　間

10二〇〇～

　12100

10100～
　15：00

10100～
　15：00

10：00～
　15：00

10＝00～
　12：00

9：30～

15：00

10：00～
　15：00

10：00～
　15：00

13：00～
　14：00

10：30～
　11：30

10：00～
　15：00

10＝00～
　15：00

場　 所

白石市役所
1階市民室

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所2階

第2会議室
白石市役所2階

第2会議室
福祉事務所内
相　談　室
白石市役所3階

第3会議室
白石市役所4階

大会議室
白石市役所1階
消費生活相談室

福祉事務所

白石市役所4階

第4会議室
白石市役所3階

第3会議室
電話相談にも応じます留

9：00～

17：00

階
談
一

　所
相
タ

役
年

硬
ン

白
青
セ

内 容

市行政に対する質問、要

望等にっいて、川井市長

が直接相談に応じます。
（代理の場合もあります）

結婚、離婚、遺産相続、

借地借家、雇用、差別待

遇問題等

国や県、市など役所の行

う仕事について困ってい

ることや希望等

市民の日常生活上の困

りごと

健康保険、船員保険、厚

生年金など

相続や贈与、土地売買に

関する税金、法人の税金

などの相談

買物苦情、消費生活一般

補聴器の修理、調整など

法律にっいての困りごと

身体障害者精神薄弱者の

生活、職業、結婚等

25－2111（内線）351

子供の教育上の相談

　　　　事故発生件数

　　　　　　41件
　　　　　（140件）

　　　　死亡者数
　　　　　　0人

　　　　　（0人）

－今月の表紙

負傷者数　、＿，・

　3人
（23人） 鍵

霧

髭

ザゆ

’［〆　　轡’

　癌

一一雀

　　　技に生きる⑫う

畠つねさん（沢端町）は、週1回

は婦人の家や中央公民館などで料理

教室を教えている料理研究家。

和。洋。中華すべてをこなす腕前

は、今でも大学のスクーリングを受

け続けている努力に支えられています。

「料理とは化学と愛情で成り立つ

ものというのが私の持論。今の若い

方々は共稼ぎで忙しいですが、食事

ぐらいは楽しくみんなで食べるよう

にしてほしいですね。」と話す畠さ

んの優しい語りロと笑顔がとても魅

力的でした。

物損件数

　38件
（123件）

と
数
在

　
　
現

ロ
帯
末

　
　
月

人
世
2

　
　
人

　
　
2
）

●
且
耳
2
人

●
，
4
9

　
　
2
十

　
　
4
（

　●　曾
20，804人
（＋15人）

　●　，
21，618人
（一6人）

一
11，928世帯

（＋3世帯）

（）内は対前月比
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